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表紙

(電子提供措置事項のうち法令及び定款に基づく書面交付請求による交付書面に記載しない事項)

上記事項につきましては、法令及び当社定款第14条の規定に基づき、書面交付請求をい
ただいた株主様に対して交付する書面（電子提供措置事項記載書面）には記載しておりま
せん。

第45回定時株主総会資料

●事業報告
「新株予約権等に関する事項」
「会計監査人の状況」
「業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況」

●計算書類
「株主資本等変動計算書」
「個別注記表」

第45期（2023年９月１日から2024年８月31日まで）

株式会社ライトオン
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新株予約権等に関する事項、会計監査人の状況、業務の適正を確保するための体制

新株予約権等に関する事項
⑴ 当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新

株予約権の状況
該当事項はありません。

⑵ 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
該当事項はありません。

⑶ その他の新株予約権等に関する重要な事項
該当事項はありません。

報酬等の額

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 52百万円

当社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 52百万円

会計監査人の状況
⑴　会計監査人の名称　　有限責任 あずさ監査法人

⑵　報酬等の額

（注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監
査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係
る会計監査人としての報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２. 監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠
などが適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額につい
て同意の判断をいたしました。

⑶　会計監査人の解任又は不再任の決定方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断し
た場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定
いたします。
　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる
場合は、監査役会は監査役全員の同意に基づき会計監査人を解任いたします。この場
合、監査役会が選定した監査役は、会計監査人の解任後最初に招集される株主総会にお
きまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。
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新株予約権等に関する事項、会計監査人の状況、業務の適正を確保するための体制

⑷　責任限定契約の内容の概要
該当事項はありません。

業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
⑴　業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要
①取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

取締役会は会社の業務執行が適正に行われるようにするため、内部統制システムの構
築と会社による法令及び定款遵守の体制の確立に努める。また、監査役はこの内部統制
システムの有効性と機能を監査し、問題点の有無を取締役会に報告する。取締役会は、
問題点の把握と改善を行う。

②取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理については、「文書管理規程」に基づ

き、適切な方法・期間で保管し、閲覧可能な状態を維持する。

③損失の危険の管理に関する規程その他の体制
リスク管理体制の所管部を管理本部とし、管理本部は、緊急時の連絡体制や行動指針

を定めるとともに、企業経営において損失が発生するようなリスク情報については、管
理本部に集約され、リスクに対して適切かつ迅速に対応できる体制を整える。また緊急
時においては、リスク回避策及びリスク対応策を策定する。

④取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
定例取締役会を毎月開催するとともに必要に応じて適宜取締役会を開催し、取締役会

には監査役が出席して意見を述べるほか、取締役の業務執行の妥当性、効率性を検証す
るなどの経営監視を行う。

⑤使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
業務部門から独立した内部監査室を設置し、使用人の業務執行状況の監査を行う。ま

た取締役及び使用人がコンプライアンス違反行為等を認知し、それを通報又は告発して
も、当該取締役及び使用人に不利益な扱いを行わない旨等の規程を整備し、社内不正行
為の未然防止や早期発見を的確に行うため、全役職員に周知徹底を図る。
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新株予約権等に関する事項、会計監査人の状況、業務の適正を確保するための体制

⑥監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関
する事項

監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、取締役会は監査役と
協議の上、監査役を補助すべき使用人を指名することができる。監査役が指定する補助
すべき期間中は、指名された使用人への指揮権は監査役に委譲されたものとし、取締役
の指揮命令は受けないものとする。

⑦監査役を補助すべき使用人の取締役からの独立性及び監査役の当該使用人に対する指示
の実効性の確保に関する事項

監査役を補助すべき使用人の任命・異動・人事権に係る事項の決定には、常勤監査役
の事前の同意を得るものとする。また監査役を補助すべき使用人の人事考課は、監査役
が行う。

監査役の職務を補助する使用人は、他部署の使用人を兼務せず、もっぱら監査役の指
揮命令に従うものとする。

⑧取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に関する体
制、報告したことを理由として不利な取り扱いを受けないことを確保するための体制

代表取締役及び担当取締役は、監査役の出席する取締役会等の重要な会議において、
業務の執行状況及び経営に大きな影響を及ぼす重要課題の報告を行う。

また取締役、使用人は、監査役が報告を求めた場合は、迅速かつ適切に監査役に報告
を行う。

上記の監査役への報告をした者に対して、当該報告をしたことを理由として不利な取
り扱いをすることを禁止する。

⑨監査役の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
監査役が、その職務の執行について生ずる費用の前払い又は償還等の処理について

は、当該監査役の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用
又は債務を処理する。

⑩その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
監査役は、取締役会・経営会議等のほか、重要な意思決定の過程及び業務の執行状況

を把握するため、必要に応じ重要な会議に出席するとともに、主要な稟議書その他業務
執行に関する文書を閲覧し、必要に応じて取締役又は使用人にその説明を求めることが
できる。また会計監査人及び内部監査室とは相互に連携を図り、各監査の実効性の確保
に努める。
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新株予約権等に関する事項、会計監査人の状況、業務の適正を確保するための体制

⑪財務報告の適正性と信頼性を確保するための体制
財務報告の適正性と信頼性を確保するため、必要な体制を内部監査室に設置する。内

部監査室は、財務報告に係るプロセスの統制が有効に機能しているかを定期的に評価
し、その評価結果を代表取締役に報告する。

⑫反社会的勢力の排除に向けた基本的な考え方及びその体制
当社は、社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力とは、取引関係を含めた一切

の関係を遮断し、不当要求には応じず、裏取引や資金提供は一切行わないものとする。
反社会的勢力に対しては、警察、暴力追放運動推進センター、弁護士等の外部専門機

関と連携の上、法的に対応する。
反社会的勢力への対応については、組織全体として対応し、対応する従業員の安全を

確保する。

⑵　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
①コンプライアンス

「コンプライアンス規程」に基づき、従業員に対し、社内研修や会議体を通じて、コ
ンプライアンスに関する教育を実施することで、法令及び定款を遵守するための取組み
を継続的に行っております。また、「内部通報制度規程」に定める内部通報の制度につ
いても、従業員に対する周知を継続的に行っております。

②リスクマネジメント
「リスク管理マニュアル」に基づき、リスク回避及びリスク低減に努めました。ま

た、「非常時対応マニュアル」を整備し、災害時の対応などについて、従業員への周知
を図りました。

③内部監査体制
内部監査計画に基づき、業務監査を実施し、業務の適正化に努めました。

④財務報告に係る内部統制
財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性を勘案して評価範囲を決定し、当該財務報告

に係るプロセスにおける内部統制の有効性評価を実施いたしました。
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株主資本等変動計算書

( 2023年９月１日から2024年８月31日まで )
株 主 資 本

資本金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自 己
株 式

株 主
資 本
合 計

資 本
準備金

その他
資 本
剰余金

資 本
剰余金
合 計

利 益
準備金

その他利益剰余金 利 益
剰 余 金
合 計

別 途
積立金

繰 越
利 益
剰 余 金

2023年９月１日　期首残高 6,195 1,481 3,769 5,251 78 4,000 △3,061 1,017 △66 12,397
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 －
当 期 純 損 失 △12,142 △12,142 △12,142
自 己 株 式 の 取 得 △0 △0
自 己 株 式 の 処 分 － －
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）
当 期 変 動 額 合 計 － － － － － － △12,142 △12,142 △0 △12,142
2024年８月31日　期末残高 6,195 1,481 3,769 5,251 78 4,000 △15,203 △11,125 △66 254

評価・換算差額等
新 株
予約権

純 資 産
合 計

その他
有価証
券評価
差額金

繰 延
ヘッジ
損 益

評価・
換 算
差額等
合 計

2023年９月１日　期首残高 93 0 94 75 12,566
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 －
当 期 純 損 失 △12,142
自 己 株 式 の 取 得 △0
自 己 株 式 の 処 分 －
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △93 △3 △97 △10 △108

当 期 変 動 額 合 計 △93 △3 △97 △10 △12,251
2024年８月31日　期末残高 0 △3 △3 64 315

株主資本等変動計算書

（単位：百万円）
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継続企業の前提に関する注記、重要な会計方針に係る事項に関する注記

個別注記表
１.継続企業の前提に関する注記

当社は、当事業年度まで２期連続で営業損失、経常損失及び６期連続で当期純損失を計上し、当事業年度
において重要な営業損失5,000百万円、経常損失5,166百万円及び当期純損失12,142百万円を計上してお
ります。この結果、当事業年度末の純資産合計は315百万円となりました。

また、一部の取引金融機関からの借入については、現時点では期限の利益喪失に関わる条項を適用する旨
の通知を受けていないものの財務制限条項に抵触しております。

さらに、翌事業年度以降の構造改革による事業収支改善が不可欠であるものの、その遂行に必要な資金
は、現時点で確保できておりません。

これらの事象又は状況は、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に該当しており
ます。

当該事象又は状況を解消すべく、（重要な後発事象に関する注記）に記載のとおり株式会社W&Dインベ
ストメントデザイン（以下、「W&DiD」という。）が当社の支配権を獲得することを前提とし、新たに
2025年８月期を初年度とする５ヵ年の新中期経営計画を策定いたしました。当該中期経営計画において
は、抜本的な構造改革を軸に、持続的成長に向けた事業基盤の確立に向けて、聖域なきコスト構造改革の貫
徹を掲げ、利益を出しやすい体質への転換とコスト意識の徹底を進めてまいります。翌事業年度以降は、不
断のコスト合理化と共に競争力を強化し、再成長への挑戦と事業安定化を目指し、最終年度までに着実な利
益成長を実現し、永続的な収益基盤の構築を図ります。

コスト構造改革の主な内容は以下のとおりです。
①不採算店舗の大規模な退店による収益性の向上。
②本部組織のスリム化と店舗人員最適化による人件費の削減。
③本部拠点の集約による賃借料及びその他の販売費及び一般管理費の削減。
④ＰＢ企画力の向上と生産背景見直しによる仕入原価率の低減。
⑤滞留在庫及び回転率の低い継続在庫の大幅圧縮による在庫水準の適正化。
また、当事業年度末日において、一部の借入金は財務制限条項に抵触しておりますが、取引金融機関と資

金計画等の協議を行い、引き続き取引金融機関と緊密な関係を維持し、継続的な支援をいただけるよう努め
ております。

さらに、（重要な後発事象に関する注記）に記載のとおり、2024年10月８日開催の取締役会において、
当社の創業家の資産管理会社である有限会社藤原興産を引受人とする第三者割当増資を実施することを決議
し、株式公開買付けに当社の創業家及び有限会社藤原興産が応募することにより、W&DiDが当社の支配権
を獲得後に同社の共同支配株主である日本政策投資銀行（以下、「DBJ」という。）グループが資金支援を
行なうことを検討いただいております。

なお、本第三者割当増資は、2024年11月29日開催の株主総会の特別決議事項となっており、取引金融
機関及びDBJグループからの支援は、当該議案の承認が得られることを条件としております。
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継続企業の前提に関する注記、重要な会計方針に係る事項に関する注記

以上の施策をもって、必要な資金の確保及び維持を図っておりますが、アパレル小売業の競争環境が厳し
くなっている中で収益力を強化すること、及び本部組織のスリム化と店舗人員最適化により人件費を削減す
ること、並びに取引金融機関及びDBJグループからの支援を得ることの可能性は未だ不透明であることを踏
まえ、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

なお、計算書類及びその附属明細書は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要
な不確実性の影響を計算書類及びその附属明細書には反映しておりません。

⑴　資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券
・市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平
均法により算定）

② デリバティブ取引 時価法
③ 棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品 売価還元法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基
づく簿価切下げの方法により算定）

⑵　固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産

（リース資産を除く）

建物 ３～39年
構築物 10～30年

定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備
を除く）及び2016年４月１日以降に取得した建物附属設備並びに構築
物については定額法）

なお、主な耐用年数は、以下のとおりであります。

　② 無形固定資産
（リース資産を除く）

定額法
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期

間（５年）に基づいております。
③ リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価値を零とする定額法

２．重要な会計方針に係る事項に関する注記
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継続企業の前提に関する注記、重要な会計方針に係る事項に関する注記

⑶　引当金の計上基準
① 貸倒引当金 債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、
回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金 従業員の賞与支給に備えるため、当事業年度に負担すべき支給見込額
を計上しております。

③ 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務
及び年金資産の見込額に基づき、当事業年度末において発生していると
認められる額を計上しております。
ａ）退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末まで
の期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっており
ます。

ｂ）数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残
存勤務期間以内の一定の年数（５年）による定額法により按分した
額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしておりま
す。

過去勤務費用は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内
の一定の年数（５年）による定額法により按分した額を費用処理するこ
ととしております。

④ 店舗閉鎖損失引当金 店舗の閉鎖に伴い発生する損失に備えるため、店舗閉鎖の意思決定が
なされた店舗について、将来発生が見込まれる費用または損失の額を計
上しております。

⑤ 買付契約評価引当金 買付約定済みで未購入の商品について、収益性低下による損失に備え
るため、回収不能見込額を計上しております。

⑥ 契約解除損失引当金 契約の解除に伴う損失に備えるため、損失見込額を計上しておりま
す。
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継続企業の前提に関する注記、重要な会計方針に係る事項に関する注記

① 重要なヘッジ会計の方法
ヘッジ会計の方法 繰延ヘッジ処理を採用しております。また、為替変動リスクのヘッジ

について振当処理の要件を充たしている場合には振当処理を採用してお
ります。

ヘッジ手段とヘッジ対象 ヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであり
ます。

ヘッジ手段：為替予約
ヘッジ対象：商品輸入による外貨建債権債務及び外貨建予定取引

ヘッジ方針 外貨建取引の為替相場の変動リスクを回避する目的で為替予約取引を
行っており、ヘッジ対象の識別は個別契約ごとに行っております。

ヘッジの有効性評価の方法 振当処理によっている為替予約について、有効性の評価を省略してお
ります。

⑷　収益及び費用の計上基準
① 企業の主な事業における主な履行義務の内容

商品の販売…顧客に商品を引き渡す履行義務
② 企業が当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）

商品の販売…当該履行義務は各商品の引渡しをもって充足していると判断していますので、
顧客に商品を引き渡した時点で収益を認識しております。
また、オンラインショップ等の通信販売において、収益認識適用指針98項の要
件を満たすものは、商品を出荷した時点で収益を認識しております。

③ 企業が顧客に提供する財又はサービスの識別
一部の販売取引について、顧客への販売取引における当社の役割が代理人に該当する取引について

は、顧客への販売総額から仕入先に対する支払額を差し引いた純額で収益を認識しております。代理人に
該当する取引とし、顧客に提供する前に支配しているか否かの判定は、商品の販売に対して主たる責任を
有していること、当該商品が顧客に提供される前等に在庫リスクを有していること及び当該商品の価格設
定において裁量権を有していること等の指標を考慮しております。

なお、他社が運営するポイントプログラムについては、販売時の取引価格から付与したポイント費用
相当額を差し引いた金額で収益を認識しております。

⑸　その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

② その他
　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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会計上の見積りに関する注記、会計上の見積りの変更に関する注記

３．会計上の見積りに関する注記
　商品の評価
①当事業年度の計算書類に計上した金額
当事業年度の貸借対照表に計上した商品の金額は5,111百万円であり、売上原価に含まれる商品の収益

性の低下による期末商品に係る簿価切下げ額は1,287百万円であります。
②識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
商品の評価方法は売価還元法によっております。
当社の商品は、複数シーズン・年度にわたって仕入を継続する「継続在庫」と仕入を継続せず処分価格

での販売を行う「非継続在庫」とに区分しております。
「継続在庫」は計画保有数量への調整のため値引き販売される場合があります。当該在庫は、当期の販

売実績平均単価を正味売却価額とみなしております。「非継続在庫」は当事業年度の処分実績に基づく処
分見込価格を正味売却価額としております。
売価還元法による在庫原価計上金額が当該正味売却価額を上回る場合には、当該正味売却価額までの簿
価の切下げを実施しております。なお、当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動などによって影響
を受ける可能性があり、将来の販売実績単価と異なった場合、翌事業年度の計算書類において、商品の簿
価の切下げ額に重要な影響を与える可能性があります。

４．会計上の見積りの変更に関する注記
（資産除去債務の見積りの変更）
当事業年度において、店舗施設に係る不動産賃貸契約に伴う原状回復義務として計上していた資産除去

債務について、新たに構造改革による収益性の改善を目的とした店舗の再編をすすめる方針となり、将来
の退店計画や、直近の退店実績等による新たな情報を入手し分析した結果、店舗の退去時に必要とされる
原状回復費用に関しての見積りの変更を行いました。
この見積りの変更による増加額2,685百万円を資産除去債務に計上しております。
なお、当該見積りの変更に伴って計上した有形固定資産について減損損失を計上したため、当事業年度

の税引前当期純損失が2,685百万円増加しております。
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貸借対照表に関する注記

商品 5,111百万円
定期預金 200百万円

計 5,311百万円

長期借入金 1,142百万円
（１年内返済予定の長期借入金を含む）
短期借入金 200百万円

⑵　有形固定資産の減価償却累計額 19,250百万円

当座貸越限度額 4,400百万円
借入実行残高 200百万円

差引額 4,200百万円

長期借入金 1,292百万円
（１年内返済予定の長期借入金を含む）

５．貸借対照表に関する注記
⑴　担保に供している資産及び担保に係る債務

① 担保に供している資産

② 担保に係る債務

⑶　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行と当座貸越契約を締結しております。当該契約
に基づく当事業年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

⑷　当社における下記の借入金に関して、次のとおり財務制限条項が付されております。

①各本・中間決算期の末日における当社の単体の貸借対照表において、純資産の部の金額を、当該決算期
の直前の決算期の末日または2019年８月決算期の末日における当社の単体の貸借対照表における純資産
の部の金額のいずれか大きい方の60％の金額以上に維持すること。
②各本・中間決算期の末日における当社の単体の損益計算書上において、２半期（各本・中間決算期毎に
１半期として計算する。）連続して経常損失を計上しないこと。
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損益計算書に関する注記、株主資本等変動計算書に関する注記

６．損益計算書に関する注記
⑴　買付契約評価引当金繰入額

事業構造改革における退店計画に伴い、過剰な仕入商品について在庫処分を計画しております。
買付約定済みで未購入の棚卸資産について、当該在庫処分による収益性低下による損失に備えるため、回

収不能見込額を買付契約評価引当金繰入額として計上しております。

⑵　投資有価証券売却益
当社が保有する投資有価証券のうち国内上場株式６銘柄を売却したことによるものであります。

⑶　店舗閉鎖損失
店舗の閉鎖に伴い発生する損失を店舗閉鎖損失として計上しております。なお、事業構造改革における退

店計画に伴い発生する損失を含んでおります。
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損益計算書に関する注記、株主資本等変動計算書に関する注記

用途 場所 種類 減損損失（百万円）

本社設備
本社

建物等 170

ソフトウエア 430

ソフトウエア仮勘定 124

その他 27

本社設備計 753

店舗設備

北海道地区（16店舗） 建物等 157

東北地区　（23店舗） 建物等 224

関東地区　（97店舗） 土地・建物等 1,095

中部地区　（74店舗） 建物等 900
近畿地区　（67店舗） 建物等 716

中国地区　（25店舗） 建物等 296

四国地区　（18店舗） 建物等 258

九州地区　（41店舗） 建物等 611

沖縄地区　（ ５店舗） 建物等 28

店舗設備計 4,289

合計 5,043

⑷　減損損失
①当社は以下の減損損失を計上しております。

なお、当社の年度決算における減損損失計上前の店舗固定資産の帳簿価額は3,855百万円（有形固定資
産3,843百万円、投資その他の資産11百万円）、本社設備の帳簿価額は753百万円（有形固定資産174百
万円、無形固定資産559百万円、投資その他の資産20百万円）であります。

②資産のグルーピングの方法
資産のグルーピングは、主として店舗単位としております。ただし、本社設備については、独立したキ

ャッシュ・フローを生み出さないことから共用資産としております。
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損益計算書に関する注記、株主資本等変動計算書に関する注記

③回収可能価額の算定方法
グルーピングされた固定資産に減損の兆候があると認められる場合には、当該資産グループから得られ

る割引前将来キャッシュ・フローの総額と帳簿価額とを比較することによって、減損損失の認識の要否を
判定しております。また、各資産グループの将来キャッシュ・フローの生成に寄与する共用資産に減損の
兆候が認められる場合には、共用資産が関連する資産グループに共用資産を含む、より大きな単位で減損
損失の認識の要否を判定しております。減損損失の認識が必要と判定された場合、帳簿価額を回収可能価
額まで減額し、帳簿価額の減少額は減損損失として認識しております。

当期中において、退店及び固定資産の譲渡を決定した店舗並びに営業活動から生ずる損益が継続してマ
イナスの店舗について、減損の兆候があり減損損失の認識が必要と判定し、帳簿価額を回収可能価額まで
減額したことにより減損損失を計上しております。なお、資産グループの回収可能価額は正味売却価額と
使用価値のいずれか高い価額によっております。正味売却価額については、譲渡を決定した資産は譲渡予
定価額により算定し、その他の資産は実質的な処分価値を踏まえ、零としております。また、使用価値の
算定の際に適用した割引率は7.8％を用いております。

また当事業年度末において、共用資産を含む、より大きな単位において営業活動から生ずる損益が継続
してマイナスとなる見込みとなっていることから、共用資産に減損の兆候があると判定しております。減
損損失の認識の判定にあたって、割引前将来キャッシュ・フローを見積もった結果、その総額がマイナス
となったため減損損失の認識が必要と判定し、使用価値は零として、共用資産を含む固定資産の帳簿価額
の全額を減損損失として認識しております。なお、回収可能価額は正味売却価額と使用価値のいずれか高
い価額によっております。正味売却価額については実質的な処分価値を踏まえ、零としております。ま
た、使用価値については、将来キャッシュ・フローに基づく評価額がマイナスであるため零として算定し
ております。

その結果、当事業年度の減損損失計上金額は5,043百万円（建物4,089百万円、工具、器具及び備品
298百万円、土地50百万円、ソフトウエア430百万円、その他174百万円）となっております。

減損損失の認識及び測定に用いられる割引前将来キャッシュ・フローの見積りは、取締役会で承認され
た中期経営計画を基礎として、将来の不確実性を考慮した翌事業年度以降の全社の営業損益予測により算
定しております。当該中期経営計画には、注記事項「継続企業の前提に関する注記」に記載のとおり、コ
スト構造改革が含まれており、全社の営業損益予測には以下の主要な仮定が織り込まれております。

・全社の既存店売上高は、翌事業年度は過年度の実績等に相関して一定率で減少し、その後の期間は売
上高が概ね横ばいとなる

・全社の粗利率は、継続商品は当事業年度の実績粗利率とし、非継続商品は翌事業年度の在庫処分計画
を考慮した粗利率とする

・全社の人件費は、店舗別売上予算を従業員一人当たり目標売上高で除して算定される必要人員数に応
じた水準とする
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損益計算書に関する注記、株主資本等変動計算書に関する注記

⑸　契約解除損失引当金繰入額
事業構造改革におけるシステム投資計画の廃止による契約の解除に伴う損失に備えるため、契約解除損失

引当金繰入額として計上しております。

（単位：株）
当事業年度期首

株式数
当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度末
株式数

発行済株式
普通株式 29,631,500 － － 29,631,500

合計 29,631,500 － － 29,631,500
自己株式
普通株式 52,212 255 － 52,467

合計 52,212 255 － 52,467

2015年
（第８回）

ストック･オプション

2017年
（第９回）

ストック･オプション

2018年
（第10回）

ストック･オプション
目的となる株式の種類 普通株式 普通株式 普通株式
目的となる株式の数 109,500株 38,000株 47,000株
新株予約権の残高 48百万円 7百万円 8百万円

７．株主資本等変動計算書に関する注記
⑴発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注）自己株式数の増加は、単元未満株式の買取によるものであります。

⑵　剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額等

該当事項はありません。

② 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度になるもの
該当事項はありません。

⑶　当事業年度の末日における新株予約権の目的となる株式の種類及び数
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金融商品に関する注記、税効果会計に関する注記、関連当事者との取引に関する注記

貸借対照表計上額
（百万円）

時価
（百万円）

差額
（百万円）

投資有価証券
その他有価証券 ０ 0 －

敷金及び保証金
貸倒引当金（※２）

6,741
△6

6,735 6,648 △86
資産計 6,735 6,648 △86

長期借入金（※３） 1,341 1,339 △2
負債計 1,341 1,339 △2

８．金融商品に関する注記
⑴　金融商品の状況に関する事項

①金融商品に対する取組方針
当社は、資金運用については短期的な預金等に限定し、また必要な資金については、主に銀行借入れ

により調達しております。デリバティブは、外貨建債権債務に係る為替相場の変動リスクを回避するた
め及び借入金の金利変動リスクを回避するために利用し、投機的な取引は行わない方針であります。

②金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である売掛金及び未収入金は、取引先等の信用リスクに晒されております。当該リスクに関

しては、取引先の信用状況を監視するとともに、取引先ごとの債権残高を随時把握することによってリ
スクの軽減を図っております。

投資有価証券は、業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されておりま
すが、定期的に時価や発行会社の財務状況等を監視し、そのリスク状況を勘案して、保有状況を継続的
に見直すことで、リスクの軽減を図っております。

敷金及び保証金は、建物賃貸借契約等に係るものであり、差入先の信用リスクに晒されております。
当該リスクについては、差入先の信用状況を定期的に監視することを通じて、リスクの軽減を図ってお
ります。

営業債務である買掛金、電子記録債務、未払金、未払費用及び預り金は、１年以内の支払期日であり
ます。

長期借入金は主に設備投資に係る資金調達であります。
③金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価
額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等
を採用することにより、当該価額が変動することがあります。

⑵　金融商品の時価等に関する事項
貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

当事業年度（2024年８月31日）
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金融商品に関する注記、税効果会計に関する注記、関連当事者との取引に関する注記

１年以内
（百万円）

１年超５年以内
（百万円）

５年超10年以内
（百万円）

10年超
（百万円）

現金及び預金 1,155 － － －
売掛金 1,278 － － －
未収入金 499 － － －
敷金及び保証金 2,876 3,349 504 10
合計 5,811 3,349 504 10

１年以内
（百万円）

１年超
２年以内

（百万円）

２年超
３年以内

（百万円）

３年超
４年以内

（百万円）

４年超
５年以内

（百万円）
５年超

（百万円）

長期借入金 1,341 － － － － －
合計 1,341 － － － － －

※１ 「現金及び預金」、「売掛金」、「未収入金」、「買掛金」、「電子記録債務」、「短期借入金」、
「未払金」、「未払費用」、「未払法人税等」及び「預り金」は短期間で決済されるため、時価が帳
簿価額と近似するものであることから、記載を省略しております。

※２ 敷金及び保証金に個別に計上している貸倒引当金を控除しております。
※３ １年内返済予定の長期借入金を含めております。

注１．金銭債権の決算日後の償還予定額

注２．長期借入金の決算日後の返済予定額

⑶　金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ

ルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当

該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価

の算定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それら
のインプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も
低いレベルに時価を分類しております。
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金融商品に関する注記、税効果会計に関する注記、関連当事者との取引に関する注記

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券

その他有価証券
株式 0 － － 0

資産計 0 － － 0

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
敷金及び保証金 － 6,648 － 6,648

資産計 － 6,648 － 6,648
長期借入金 － 1,339 － 1,339

負債計 － 1,339 － 1,339

①時価で貸借対照表に計上している金融商品
当事業年度（2024年８月31日）

②時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
当事業年度（2024年８月31日）

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券

上場株式は市場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価
をレベル１の時価に分類しております。

敷金及び保証金
時価は、返還予定時期に基づき、合理的に見積った将来キャッシュ・フロー をその期間に応じた無リス

クの利率で割り引いた現在価値から、信用リスクを考慮した貸倒見積額を控除した額によって算定してお
り、レベル２の時価に分類しております。

長期借入金
時価は、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算

定しており、レベル２の時価に分類しております。変動金利による長期借入金は金利スワップの特例処理の
対象とされており、当該金利スワップと一体として処理された元利金の合計額を、同様の借入を行った場合
に適用される合理的に見積られる利率で割り引いた現在価値により算定しております。
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金融商品に関する注記、税効果会計に関する注記、関連当事者との取引に関する注記

繰延税金資産
未払事業税 17百万円
未払事業所税 13百万円
減価償却超過額 32百万円
減損損失 1,345百万円
資産除去債務 1,404百万円
商品評価損 389百万円
店舗閉鎖損失引当金 475百万円
買付契約評価引当金 87百万円
契約解除損失引当金 128百万円
繰越欠損金 7,073百万円
その他 72百万円
繰延税金資産小計 11,039百万円
税務上の繰越欠損金にかかる評価性引当額（注） △7,073百万円
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △3,965百万円
評価性引当額小計 △11,039百万円
繰延税金資産合計 －百万円
繰延税金負債
前払年金費用 △82百万円
その他 0百万円
繰延税金負債合計 △82百万円
繰延税金負債の純額 △82百万円

９．税効果会計に関する注記
⑴　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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金融商品に関する注記、税効果会計に関する注記、関連当事者との取引に関する注記

１年以内
（百万円）

１年超
２年以内

（百万円）

２年超
３年以内

（百万円）

３年超
４年以内

（百万円）
税務上の繰越欠損金
（※） － 1,015 － 794
評価性引当額 － △1,015 － △794
繰延税金資産 － － － －

４年超
５年以内

（百万円）
５年超

（百万円）
合計

（百万円）
税務上の繰越欠損金
（※） 210 5,053 7,073
評価性引当額 △210 △5,053 △7,073
繰延税金資産 － － －

（注）税務上の繰越欠損金額及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額

（※）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

⑵　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳
当事業年度は、税引前当期純損失のため、記載を省略しております。

種類 会社等の
名称

議決権等の所有
（被所有）割合

関連当事者
との関係

取引
内容

取引金額
(百万円) 科目 期末残高

(百万円)

主要株主
有限会社
藤原興産
（注１）

被所有
直接15.7％

当社取締役
及びその近
親者の資産
管理会社

資金の借入
資金の返済
（注２）
（注３）

200
－ 短期借入金 900

10．関連当事者との取引に関する注記
　　法人主要株主

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）１．当社代表取締役社長及びその近親者が議決権の過半数を保有している会社であります。

２．短期借入金の借換えに係る取引金額については純額で記載しております。
３．資金の借入利率については、市場金利を勘案して決定しております。
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収益認識に関する注記、１株当たり情報に関する注記

金額
ボトムス 14,510
カットソー・ニット 12,366
シャツ・アウター 5,683
その他 6,247
顧客との契約から生じる収益 38,808
その他の収益 －
外部顧客への売上高 38,808

当事業年度
顧客との契約から生じた債権（期首残高） 1,314
顧客との契約から生じた債権（期末残高） 1,278

11．収益認識に関する注記
⑴　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：百万円）

⑵　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
収益を理解するための基礎となる情報は、「２．重要な会計方針に係る事項に関する注記　⑷　収益及び

費用の計上基準」に記載のとおりであります。

⑶　当事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報
（単位：百万円）

１株当たり純資産額 8円49銭
１株当たり当期純損失 410円52銭

当期純損失 12,142百万円
普通株主に帰属しない金額 －百万円
普通株式に係る当期純損失 12,142百万円
普通株式の期中平均株式数 29,579,164株

12．１株当たり情報に関する注記

（注）１株当たり当期純損失の算定上の基礎
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退職給付に関する注記

退職給付債務の期首残高 1,069百万円
勤務費用 230百万円
利息費用 6百万円
数理計算上の差異の発生額 △41百万円
退職給付の支払額 △148百万円
退職給付債務の期末残高 1,116百万円

年金資産の期首残高 1,814百万円
期待運用収益 18百万円
数理計算上の差異の発生額 24百万円
事業主からの拠出額 105百万円
退職給付の支払額 △148百万円
年金資産の期末残高 1,814百万円

積立型制度の退職給付債務 1,116百万円
年金資産 △1,814百万円

△698百万円
未認識数理計算上の差異 278百万円
未認識過去勤務費用 147百万円
貸借対照表に計上された負債と資産の純額 △272百万円

前払年金費用 △272百万円
貸借対照表に計上された負債と資産の純額 △272百万円

13．退職給付に関する注記
⑴　採用している退職給付制度の概要

当社は、退職給付制度について規約型確定給付企業年金制度を採用しております。

⑵　確定給付制度
①退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

②年金資産の期首残高と期末残高の調整表

③退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上された
退職給付引当金及び前払年金費用の調整表
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退職給付に関する注記

勤務費用 230百万円
利息費用 6百万円
期待運用収益 △18百万円
数理計算上の差異の費用処理額 △81百万円
過去勤務費用の費用処理額 △45百万円
確定給付制度に係る退職給付費用 91百万円

一般勘定 68％
債券 16％
株式 7％
現金及び預金 6％
その他 3％
合　計 100％

④退職給付費用及びその内訳項目の金額

⑤年金資産に関する事項
ａ）年金資産の主な内訳
年金資産合計に対する主な分類ごとの比率は、次のとおりであります。

ｂ）長期期待運用収益率の設定方法
年金資産の長期期待運用収益率を決定するため、現在及び予想される年金資産の配分と、年金資産

を構成する多様な資産からの現在及び将来期待される長期の収益率を考慮しております。

⑥数理計算上の計算基礎に関する事項
当事業年度における主要な数理計算上の計算基礎
割引率　　　　　　　0.8％
長期期待運用収益率　1.0％

⑶　確定拠出制度
該当事項はありません。
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ストック・オプションに関する注記

販売費及び一般管理費　給与手当 －百万円

新株予約権戻入益 10百万円

2015年
（第８回）

ストック・オプション

2017年
（第９回）

ストック・オプション

2018年
（第10回）

ストック・オプション
付与対象者の
区分及び人数 当社従業員 226名 当社取締役 １名

当社従業員 12名
当社取締役 ２名
当社従業員 17名

株式の種類及
びストック・
オプションの
数（注）

普通株式 199,500株 普通株式 120,000株 普通株式 98,000株

付与日 2015年11月24日 2017年11月24日 2018年11月16日
権利確定条件 該当はありません 該当はありません 該当はありません

対象勤務期間 対象勤務期間の定め
はありません

対象勤務期間の定め
はありません

対象勤務期間の定め
はありません

権利行使期間 自2018年11月25日
至2025年11月18日

自2020年11月25日
至2027年11月16日

自2021年11月23日
至2028年11月15日

14．ストック・オプションに関する注記
⑴　費用計上額及び科目名

⑵　権利不行使による失効により利益として計上した金額

⑶　ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況
① ストック・オプションの内容

（注）株式数に換算して記載しております。
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ストック・オプションに関する注記

2015年
（第８回）

ストック・オプション

2017年
（第９回）

ストック・オプション

2018年
（第10回）

ストック・オプション
権利確定前（株）

当事業年度期首 － － －
付与 － － －
失効 － － －
権利確定 － － －
未確定残 － － －

権利確定後（株）
当事業年度期首 115,700 57,000 69,000
権利確定 － － －
権利行使 － －
失効 6,200 19,000 22,000
未行使残 109,500 38,000 47,000

2015年
（第８回）

ストック・オプション

2017年
（第９回）

ストック・オプション

2018年
（第10回）

ストック・オプション
権利行使価格
（円） 1,524 920 927

行使時平均株価
（円） － － －

付与日における公
正な評価単価
（円）

439 204 188

② ストック・オプションの規模及びその変動状況
　当事業年度において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプションの数について
は、株式数に換算して記載しております。
ａ）ストック・オプションの数

ｂ）単価情報

⑷　ストック・オプションの権利確定数の見積方法
基本的には、将来の失効数の合理的な見積りは困難であるため、実績の失効数のみ反映させる方法

を採用しております。
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期首残高 2,390百万円
有形固定資産の取得に伴う増加額 79百万円
見積りの変更による増加額 2,685百万円
時の経過による調整額 2百万円
資産除去債務の履行による減少額 △549百万円
期末残高 4,609百万円

15．資産除去債務に関する注記
資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの
⑴　当該資産除去債務の概要

不動産賃貸借契約に基づく賃貸期間終了時における原状回復義務であります。

⑵　当該資産除去債務の金額の算定方法
使用見込期間を不動産賃貸借契約期間と見積り、割引率は当該契約年数に応じた国債の利回りを参考

に0.0％～2.2％を使用して資産除去債務の金額を計算しております。

⑶　当事業年度における当該資産除去債務の総額の増減

⑷　当該資産除去債務の金額の見積りの変更
「個別注記表　４．会計上の見積りの変更に関する注記（資産除去債務の見積りの変更）」に同一の

内容を記載しているため、注記を省略しております。
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16．重要な後発事象に関する注記
当社は、2024年10月８日開催の取締役会において、株式会社ワールド及びDBJが共同で出資し、設立

したW&DiDによる当社を子会社化することを目的とした当社の普通株式に対する公開買付けに関して賛
同する旨の意見を表明するとともに、当社の創業家である応募合意株主の資産管理会社であり、当社株式
の15.7％を保有している有限会社藤原興産を引受人として第三者割当増資を実施することを決議いたし
ました。（以下、W&DiDが当社を子会社化するための一連の取引を「本取引」という）

Ⅰ.本取引の目的
当社は、2023年10月に公表した中期経営計画において、価値訴求への本格的シフトによる売上総利益

率の改善、成長チャネルへの戦略的投資による売上総利益の伸長といった事業戦略に加え、不採算店舗の
整理と人員配置の適正化による販売費及び一般管理費の削減、在庫水準の引き下げによる運転資本の圧縮
といった財務戦略を掲げており、現在も実行を進めております。

しかしながら、価値訴求への転換に伴う既存顧客離れの速度と新規顧客獲得の速度が釣り合わず、計画
した客単価は実現できている一方で客数の落ち込みが激しく、計画初年度は大きく未達となりました。

加えて、新規ブランドの導入が進み、アメリカンカジュアルを中心とした密度の高い品揃えが実現しつ
つあると自負する一方で、当社の多様な顧客層のニーズに幅広く合致した商品構成には至っておらず、商
品力及び発信力の強化が目下最大の課題と認識しております。

W&DiDはファッション産業の再生投資に精通した投資会社であり、同社の再生支援を受けることが、
かかる商品力や発信力の強化という当社の課題解決に繋がり、また株式会社ワールドが当社の今後の更な
る成長を実現させるための戦略的パートナーになり得る可能性が高いものとの判断に至り、賛同表明しま
した。

本取引はW&DiDが当社を子会社化することを目的とするものであり、本取引の概要は以下のとおりと
なります。

①有限会社藤原興産を引受人として第三者割当増資を実施すること
②第三者割当増資の払込金額により、有限会社藤原興産に借入金を返済すること
③公開買付者が当社株式に対する公開買付けを実施すること
④創業家及び有限会社藤原興産が公開買付けに全保有株式を応募すること
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（１） 払込期日 2024年11月２9日
（２） 発行新株式数 普通株式5,909,091株
（３） 発行価額 普通株式１株につき110円
（４） 発行価額の総額 650百万円

（５） 募集又は割当方法
（割当予定先）

第三者割当の方法により、割当予定先に発行新株式の全てを割り当てま
す。

（６） その他

普通株式の発行は、2024年11月29日開催の定時株主総会において、
第三者割当増資に係る議案の承認が得られることを条件としておりま
す。なお、第三者割当増資における払込金額が「特に有利な金額」に該
当することから、株主総会における特別決議が必要です。

① 払込金額の総額 650百万円
② 発行諸費用の概算額 8百万円
③ 差引手取概算額 642百万円

具体的な使途 金額（百万円） 支出時期
有限会社藤原興産への借入金の返済 642 2024年11月

Ⅱ.本第三者割当による普通株式の発行について
１．募集の概要

２．調達する資金の額、使途及び支出予定時期
（１）調達する資金の額

（注）発行諸費用の概算額の内訳は、登記費用、弁護士費用、その他諸費用等の合計額であります。
なお、消費税等は含まれておりません。

（２）調達する資金の具体的な使途
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（１） 名称 株式会社W&Dインベストメントデザイン
（２） 所在地 東京都港区北青山三丁目5番10号
（３） 代表者の役職・氏名 廣橋 清司、栗本 興治

（４） 事業内容 他の会社（株式会社及び合同会社等）の株式、社債又は
持分等に対する投資業務

（５） 資本金 3百万円
（６） 設立年月日 2017年6月19日

（７） 大株主及び持ち株比率
（2024年10月８日現在）

株式会社ワールドインベストメントネットワーク　50％
株式会社日本政策投資銀行　　　　　　　　　　　50％

（８） 公開買付者と当社の関係
資本関係 該当事項はありません。
人的資本 該当事項はありません。
取引関係 該当事項はありません。
関連当事者への該当状況 該当事項はありません。

Ⅲ.本公開買付けに関する意見表明について
１．公開買付者の概要

２．買付け等の期間
2024年12月上旬開始予定

３．買付け等の価格
普通株式１株につき、110円
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